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た
だ
み
・
モ
ノ
と
く
ら
し
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
開
館
式
が
７
月
22
日
に
行
わ
れ
、
来
賓
の
方

や
関
係
者
な
ど
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
渡
部
町
長
が
「
オ
ー
プ
ン
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
民
具
収
集
・
整

理
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
町
民
の
皆
様
の
熱

い
思
い
と
ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
」
と
感
謝
を

述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ス
タ
ッ
フ
紹
介
が
行

わ
れ
、
最
後
に
開
館
を
記
念
し
て
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
み
・
モ
ノ
と
く
ら
し
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

は
、
博
物
館
法
に
基
づ
く
公
立
博
物
館
と
し
て

設
置
さ
れ
、
専
門
の
人
文
系
学
芸
員
が
勤
務
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
入
館
料
は
無
料
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

「会津只見の正倉院」
　このミュージアムは、町民が収
蔵品を集めて建てた「町民立博物
館」です。民具を始め、郷土の文
化遺産や名品を見いだして、みん
なで鑑賞して保存し、未来に伝え
ていく「会津只見の正倉院」です。
文化遺産は郷土への愛着と豊かな
心をもたらすでしょう。名品が集
まり、人々が集う場にしていきま
す。ご協力をお願い致します。

　

収
蔵
・
展
示
さ
れ
て
い
る
民
具
の
ほ
と
ん
ど

が
国
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
数
は
２
，
３
３
３
点
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
民
具
は
、
昭
和
40
年
代
か
ら
町
民

の
皆
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
収
集
・
記
録
・
整
理

が
行
わ
れ
、
国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
み
・
モ
ノ
と
く
ら
し

の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
こ
れ
ま
で
民
具
保
存
活

用
運
動
に
携
わ
っ
て
き
た
皆
さ
ん
の
思
い
の
結

晶
な
の
で
す
。

た
だ
み
・
モ
ノ
と
く
ら
し
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
開
館

館長より
ご 挨 拶

収
蔵
品
・
展
示
品
は
町
民
の

皆
さ
ん
の
思
い
の
結
晶

� 開館しました!
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駐車場

入口

本館１階 本館２階 展示棟

ピロティ

エントランス
ホール

図書室

事務室

文化財室

みんぐ
ふれあいホール

収蔵庫前室

民具収蔵庫
（収蔵展示）

２階ロビー ギャラリー

展示ホール

遺跡ひろば

復元住居

福島県指定史跡
窪田遺跡

交流ホール

書籍・考古収蔵庫

遺跡口

いろりの間

復元住居
石棒

吹抜け

開館記念企画展では、収蔵品を使用
していた場面ごとに章立てし、展示
しています。今後さまざまな企画展
を開催します。

絵画・写真などの展示を行います。
現在は、「只見町民による民具整理のあ
ゆみ」をテーマにパネルや民具整理に使
用した道具が展示されています。

民具に実際に触れて動かすことができる
「民具にふれる」コーナー、ツル細工やワ
ラ細工を体験できる「ツルやワラを編む」
コーナー、仕事着を着て記念撮影ができる
「仕事着を着る」コーナーがあります。

国指定重要有形民俗文化財「会津
只見の生産用具と仕事着コレクシ
ョン」２，３３３点が収蔵されて
います。「見る収蔵庫」として、
職員立ち合いで見学することがで
きます。

受付の他、郷土資料・民俗・
民具の図書が収蔵されている
図書室、資料の調査・研究、
文化財学習を行う文化財室が
あります。

展示ホールギャラリー

みんぐふれあいホール

民具収蔵庫

本館１階

ただみ・モノとくらしのミュージアム
〒968-0602　南会津郡只見町大倉字窪田30　TEL：0241−86−2175
入 館 料 　無料
開館時間 　9：30～17：00（最終入館16：30）
休 館 日 　月曜日（祝日の場合は翌平日）、12月29日～１月３日
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